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平成30年度一般会計補正予算…………… 6P
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あさぎり町

議会だより

通年議会
第４・５回会議

〜“まち”の動きがよく分かる！〜



Q： あさぎり町の財政は
健全なの?

第5回会議は、9月4日から14日まで開会し議案7件、認定8件、報告7件を審議した。

一般質問は12人の議員が登壇し、町政全般について質問した。（P8〜P13）

  差引残額5億1,575万9千円のうち  3,544万2千円を翌年度に繰り越す。 

実質収支額は4億8, 031万7千円の黒字

A： 自主財源比率は 25.0% で昨年より低くなっています。

しかしH29 年度は赤字が生じていないため財政調整

基金の取り崩しがなく、財政状況は『健全段階』にあ

ります。

支出が義務づけられた経費
（44.7％）

政策によって支出
された経費（55.3％）

人件費
（16 億 4,006 万円）14.7％

扶助費

（20 億 5,851 万円）

18.5％

公債費

（12 億 8,157 万円）

11.5％

物件費

（9 億 4,829 万円）

8.5％

補助費等

（14 億 4,300 万円）

13.0％

積立金

（7 億 1,849 万円）

6.5％

投資及び出資金

（1 億 631 万円）

1.0％

繰出金

（10 億 7,643 万円）

9.7％

災害復旧事業費

（2 万円）

0.1％

普通建設事業費

（17 億 3,911 万円）

15.7％

維持補修費

（9,231 万円）0.8％

歳出総額

111億410万円
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監
査
委
員
の
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
・
財
政
構
造
・
財
政
分

析
を
詳
し
く
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
あ

さ
ぎ
り
町
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下
さ
い
。

110

103
102

103
106

98

※端数切り捨て、億単位で表示

平成30年度あさぎり町議会　第5回会議

平成29年度一般会計決算状況

  差引残額5億1,575万9千円のうち  3,544万2千円を翌年度に繰り越す。

実質収支額は4億8, 031万7千円の黒字
自主財源（24.9％）依存財源（75.1％）

地方譲与税・
交付金

（4 億 4,092 万円）
3.8％

地方交付税
（48 億 757 万円）

41.4％

国庫支出金
（12 億 5,018 万円）

10.8％

県支出金
（10 億 9,537 万円）

9.4％

町債
（11 億 2,620 万円）

9.7％

繰越金
（5 億 4,781 万円）

4.7％

町税
（12 億 362 万円）

10.3%

分担金・負担金、
使用料・手数料

（2 億 846 万円）
1.8％

財産収入他
（2 億 6,179 万円）

2.3％

繰入金
（6 億 7,794 万円）

5.8％

歳入総額

116億1,986万円
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平成 29 年度収納状況

税金や使用料等の滞納総額 1億9,283万円
町税…………………………… 8,287万円… 143万円増（前年度比）

国民健康保険税……………… 5,932万円… 1,332万円減（前年度比）

保育料…………………………… 630万円… 216万円減（前年度比）

公営住宅使用料……………… 1,651万円… 133万円増（前年度比）

介護保険料……………………… 578万円… 70万円減（前年度比）

下水道使用料…………………… 693万円… 91万円減（前年度比）

下水道分担金…………………… 187万円… 69万円減（前年度比）

水道使用料※…………………… 867万円… 548万円増（前年度比）

後期高齢者医療…………………… 42万円… 61万円減（前年度比）

奨学基金貸付金………………… 416万円… 51万円減（前年度比）

※ 水道使用料滞納額は H29 年度に簡易水道を水道事業に統合しましたが、滞納額の増減は H28 年度事業統合前と

の比較となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（端数切り捨て）

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

平成29年度決算審議内容の抜粋

問
旧
東
庁
舎
の
活
用
は
示
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
。
適
正
に
管
理
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
規
則
に
基
づ
い
て
、
適
切
な
管
理
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
公
有
財
産

利
活
用
審
議
会
で
、
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。問

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
緊
急
災
害
備

蓄
品
の
整
備
状
況
は
。

答
備
蓄
計
画
を
定
め
毎
年
度
整
備
し
て
い
る

が
、
ま
だ
計
画
に
達
し
て
い
な
い
備
蓄
品

も
あ
る
。

問
災
害
備
蓄
品
は
何
人
を
対
象
に
し
て
い
る

の
か
。

答
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
地
震
に
お
け
る
想
定

避
難
者
数
は
計
画
で
２
，
３
５
２
名
と
算

定
し
て
い
る
。

問
避
難
者
世
帯
で
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
（
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
）
の
世
帯
数
は
。

答
１
７
５
世
帯
で
あ
る
。

問
防
犯
対
策
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
状
況
は
。

答
運
用
利
用
の
実
績
は
、
条
例
・
規
則
の
規

定
に
基
づ
き
６
回
映
像
の
閲
覧
を
行
っ

た
。
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
２
回
、
警
察
資
料

へ
４
回
提
供
し
た
。

問
公
共
施
設
個
別
計
画
策
定
及
び
公
共
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
導
入
の
成
果
は
。

答
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
報
告
書
を
分

析
し
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
個
別
計
画

の
策
定
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

問
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
委
託
契
約
先
の
会
社
が

譲
渡
さ
れ
た
。
今
後
、
不
都
合
は
起
き
な

い
の
か
。

答
イ
ク
ス
ト
ラ
イ
ド
㈱
の
代
表
取
締
役
が
交

代
し
宇
城
市
の
Ｏ
氏
が
就
任
。
今
後
も
継

続
し
て
行
う
と
の
確
約
を
い
た
だ
い
た
。

問
文
化
財
の
補
修
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

は
。

答
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
否
か
。
政

教
分
離
と
言
う
部
分
が
あ
り
大
変
厳
し
い

が
、
今
後
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

生涯学習センター内の備蓄品倉庫
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厚生常任委員会所管課分
（税務課・町民課・生活福祉課・高齢福祉課・健康推進課）

建設経済常任委員会所管課分
（農林振興課・農業委員会・商工観光課・建設課・上下水道課）

問
町
税
の
徴
収
成
果
は
。

答
町
民
税
に
つ
い
て
は
県
下
45

市
町
村
中
８
位
で
あ
る
。

問
固
定
資
産
の
相
続
放
棄
に
よ

る
税
の
徴
収
対
策
は
。

答
裁
判
所
に
申
し
立
て
、
相
続

財
産
管
理
人
か
ら
徴
収
す
る

方
法
も
あ
る
。

問
不
燃
物
選
別
及
び
処
分
運
搬

業
務
委
託
で
資
源
有
価
物
の

売
却
益
は
ど
こ
の
収
入
に
な
る
の
か
。

答
委
託
業
者
の
収
入
に
な
る
。

問
町
が
行
っ
て
い
た
粗
大
ご
み

回
収
事
業
を
取
り
や
め
た
理

由
は
。

答
町
民
が
直
接
業
者
に
委
託
し

て
も
手
数
料
は
変
わ
ら
な
い

の
で
取
り
や
め
た
。

問
子
育
て
支
援
「
病
後
児
保

育
事
業
」
の
成
果
は
。

答
上
中
球
磨
４
町
村
で
公
立
多

良
木
病
院
企
業
団
に
委
託
し

て
お
り
、
年
間
利
用
者
は
５
４
９
名

で
町
内
は
延
べ
２
６
７
名
が
利
用
し

て
い
る
。

問
中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
交

付
金
事
業
、
多
面
的
機
能
支

払
い
交
付
金
事
業
の
成
果
は
。

答
40
組
織
と
25

組
織
の
事
務
を

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
、
広
域
化
に
よ
る
資
金
の
有
効
活

用
が
で
き
て
い
る
。

問
集
落
営
農
生
産
組
合
の
法
人

化
の
進
捗
状
況
は
。

答
各
地
区
で
、
法
人
化
に
向
け

た
組
織
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
免
田
地
区
で
は
２
地
区
が
県
の
補

助
を
受
け
て
勉
強
会
を
重
ね
て
い
る
。

問
林
業
活
性
化
協
議
会
の
取
り

組
み
と
成
果
は
。

答
４
～
５
年
前
に
立
ち
上
げ
活

動
し
て
き
た
が
、
近
年
取
り

組
み
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
町
の
大

き
な
財
産
で
あ
る
山
を
生
か
す
た
め

に
組
織
の
強
化
を
図
り
今
後
の
活
動

を
お
願
い
す
る
。

問
商
店
街
駐
車
場
（
ポ
ッ
ポ
ー

館
東
側
）
の
借
り
上
げ
費

90

万
円
の
効
果
は
。

答
保
証
料
３
ヶ
月
分
と
借
地
料

３
ヶ
月
分
。
平
常
時
は
２
～

３
台
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
利
用
の
時
は
20

台
程
度
止
ま
っ
て
い
る
が
、
集
計
は

問
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

費
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
が
昨
年

よ
り
増
加
し
て
い
る
が
対
象
者
増
に

よ
る
も
の
か
。

答
７
ク
ラ
ブ
で
対
象
人
員
が

２
５
４
人
に
増
え
た
。

問
子
供
医
療
費
助
成
事
業
費
が

減
少
し
て
い
る
原
因
は
。

答
子
供
数
の
減
少
と
支
払
い
制

度
の
変
更
に
よ
っ
て
、
コ
ン

ビ
ニ
受
診
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

問
住
民
健
診
で
、
要
精
密
検
査

者
数
が
高
い
の
は
ど
の
よ
う

な
方
々
か
。

答
糖
・
血
圧
・
中
性
脂
肪
の
高

い
方
。
特
に
乳
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
便
検
査
に
よ
る
要
精
密

検
査
の
割
合
は
高
い
。

取
り
ま
と
め
て
い
な
い
。

問
道
路
維
持
作
業
は
も
っ
と
効

率
的
な
方
法
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
人
的
不
足
に
よ
り
手
が
回
ら

な
い
と
き
が
あ
る
。
今
後
は
、

大
型
ア
ー
ム
に
よ
る
作
業
を
検
討
し

た
い
。

問
通
学
路
の
最
重
要
な
路
線
で

あ
る
今
井
中
学
校
線
の
整
備

状
況
と
完
成
年
度
は
。

答
用
地
交
渉
が
難
航
し
て
お
り

進
捗
率
は
39

％
。
完
成
年
度

は
設
定
で
き
て
い
な
い
。

公立病院の病後児保育事業

用地交渉が難航している今井中学校線
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条例の制定 及び 改正 抜 粋

あさぎり町災害見舞金支給条例の一部を改正する条例の制定について

被害の実情に応じた見舞金を支給するため支給要件を改正された

納屋等が全壊又は全焼した場合　20 万円

納屋等が半壊又は半焼した場合　15 万円

その他の被害については、被害の程度により町長が別に定める

あさぎり町過疎地域自立促進計画の変更について

あさぎり町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

一般会計補正予算（第4号〜第7号）

106億8,581万3千円

第4回・第５回会議（9月定例日）

1億2,805万4千円を追加し

総
額

・6月、7月の風水害被害の災害復旧にむけて

　農地・公道の測量設計 1,250万円

・有機センター攪
かくはん

拌機の老朽化による更新

 2,948万4千円

・大阪ブロック壁倒壊事故後の調査により、岡原小学校

　プール側ブロック壁改修（14ページ参照） 582万円

・深田せきれい館への西側進入路拡幅工事 670万円

・財政調整基金積立金 4,015万9千円

・緑の産業再生プロジェクト促進事業補助金 998万円

・くま川鉄道経営安定化補助金 618万円

（15 ページ参照）

子ども医療費助成事業

重度心身障がい者医療費助成事業が事業計画に追加された

（14ページ参照）
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■第５回会議 表決一覧（抜粋）

議員名
議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

平成29年度あさぎり町一般会計歳入
歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度有限会社あさぎり町ふる
さと振興社の経営状況の報告について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○百太郎溝沿線通学路の拡幅改善要望書について

○…「生産性向上特別措置法」に基づく導入促進基本計画の策定及び固定資産税

の特例措置に関する要望について

要望書（住民・商工会）

広報調査特別委員会委員長　難波　文美 総務文教常任委員会委員長　久保田　久男

　

10
月
９
日
（
火
）
東
京
都
千
代
田
区
の

砂
防
会
館
に
て
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
広
報
委
員
６
名
と
議
会

事
務
局
員
１
名
が
参
加
し
た
。

○
読
み
手
に
伝
わ
る
文
書
の
書
き
方

○ 

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
も
っ
と
伝
わ
る
議
会

広
報
誌

○ 
優
秀
賞
作
に
見
る
光
彩
を
放
つ
編
集
力

　

と
い
う
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

専
門
家
の
視
点
か
ら
多
く
の
学
び
を
得

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
講
義
で
は
、

委
員
自
ら
の
感
覚
を
問
わ
れ
再
認
識
で
き

る
大
変
興
味
深
い
取
り
組
み
が
で
き
た
。

今
後
の
議
会
だ
よ
り
制
作
に
活
か
せ
る
よ

う
さ
ら
に
努
力
研
鑽
を
積
み
た
い
。

　

10
月
４
日
（
木
）
熊
本
県
町
村
議
会
議

長
会
の
主
催
で
嘉
島
町
民
会
館
に
お
い
て

「
地
方
創
生
と
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
に
、
徳
島
県

上
勝
町
の
「
㈱
い
ろ
ど
り
」
横
石
知
二
社

長
を
招

し
ょ
う
へ
い

聘
。
上
勝
町
は
、「
葉
っ
ぱ
」
産

業
が
有
名
で
、
今
や
国
内
は
も
と
よ
り
世

界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
町
で
あ
る
。

　

昨
年
は
、
58
カ
国
か
ら
の
視
察
が
あ
っ

た
。
氏
の
40
年
間
の
奮
闘
は
大
変
な
道
の

り
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

情
報
と
仕
組
み
、
人
が
活
躍
で
き
る
舞

台
づ
く
り
。
ま
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
。
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
等
々
、

こ
れ
か
ら
の
私
達
の
町
づ
く
り
地
域
づ
く

り
の
手
本
と
な
る
講
演
会
で
あ
っ
た
。

2日間で全国205町村議会が参加した広報研修会

斬新なアイデアと行動力で町づくりを！

もっと伝わる
議会だよりへ

町づくりに
どう活かす

採択
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    土砂災害警戒区域等（免田岡留）及び
　  　黒田公民分館周辺整備は

問   

あ
さ
ぎ
り
町
長
選
挙
に
対
す
る

　
　 

町
長
の
考
え
は

豊
永　

今
年
は
６
月
の
大
阪
北
部
地

震
、７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
命
に
か
か

わ
る
様
な
猛
暑
と
数
多
い
台
風
の
襲

来
等
、
何
も
か
も
が
想
定
外
の
自
然

災
害
に
見
舞
わ
れ
、
今
や
自
然
災
害

は
全
国
各
地
ど
こ
で
も
起
き
得
る
現

象
が
続
い
て
い
る
。
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

町
で
は
地
域
防
災
計
画
書

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
が
町
で

は
、
99
箇
所
あ
り
、
免
田

地
区
で
１
箇
所
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
周
辺
地
域
で

は
、
台
風
・
大
雨
等
が
あ

る
度
に
急
傾
斜
地
の
崩
壊

等
、
不
安
が
増
し
て
い
る
。

　

不
安
解
消
・
安
全
・
安

心
の
確
保
の
た
め
の
現
状

と
対
策
を
問
う
。
ま
た
併

せ
て
黒
田
公
民
分
館
周
辺

の
整
備
状
況
・
計
画
を
問

う
。

町
長　

来
年
度
に
し
っ
か

り
と
整
備
方
針
を
決
め
て
予
算
化
し

て
い
っ
た
方
が
地
区
全
体
に
話
が
伝

わ
る
の
で
、
補
正
予
算
ま
で
か
け
て

や
る
に
は
早
過
ぎ
る
。
岡
留
公
園
は
、

今
後
町
の
大
事
な
公
園
と
し
て
位
置

付
け
、
安
全
な
遊
具
を
整
備
し
な
が

ら
良
い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
。
公

園
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
そ
こ

か
ら
本
格
的
に
里
道
等
の
側
面
の
補

強
整
備
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
来
春
の
町
長
選
挙
出
馬
に
つ
い
て

豊永　喜一 議員

奥
田　

愛
甲
町
長
は
、
平
成
19
年
４
月
に

実
施
さ
れ
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
長
選
挙
に
当

選
さ
れ
て
以
来
11
年
５
ヵ
月
の
間
、
常
に

前
向
き
の
町
政
を
執
行
し
て
来
ら
れ
た
。

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
統
合
を
始

め
、
上
財
産
区
の
あ
さ
ぎ
り
町
へ
の

移
譲
や
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
改
修
、

温
華
乃
遙
温
泉
の
介
護
施
設
へ
の
改

善
計
画
等
と
大
き
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
来
ら
れ
た
。

　

ま
た
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
の

開
設
者
協
議
会
会
長
と
し
て
優
れ
た

手
腕
を
振
る
い
経
営
改
善
に
努
め
て

来
ら
れ
た
。
特
に
、
愛
甲
町
政
の
中

で
、
私
が
高
く
評
価
し
て
い
る
点
は
、

特
定
の
派
閥
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
町
民

や
役
場
職
員
に
対
し
て
も
常
に
優
し

く
平
等
に
接
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
だ

と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
体
制
は
愛
甲

町
長
の
人
徳
で
あ
り
、
誰
に
も
真
似

の
で
き
な
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

愛
甲
町
長
に
は
是
非
あ
と
一
期
は
あ
さ

ぎ
り
町
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。
愛
甲
町
長
が
当
初
か
ら
提
唱

さ
れ
て
い
た
「
若
い
人
が
残
れ
る
町
づ
く

り
」
に
、
最
大
限
の
努
力
を
注
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

町
長　

正
直
言
っ
て
い
ろ
ん
な
声
が
届
い

て
い
る
。
わ
た
し
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が

継
続
で
き
る
か
ど
う
か
を
様
々
な
角
度
か

ら
見
極
め
て
み
た
い
。

奥田　公人 議員

土砂災害警戒区域等（免田岡留）周辺

統合されたあさぎり中学校
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市
岡　

町
の
66
％
に
あ
た
る

森
林
資
源
を
今
後
ど
の
様
に

活
か
す
の
か
、
森
林
保
全
計

画
（
治
山
・
治
水
・
防
災
等
）
、

後
継
者
対
策
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
活
用
、
森
林
の
活
用

に
よ
る
交
流
人
口
を
増
や
す

考
え
を
問
う
。

町
長　

保
全
の
目
標
を
持
っ

て
、
５
年
間
ご
と
の
森
林
整

備
計
画
等
に
基
づ
き
進
め
て

い
る
。

農
林
振
興
課
長　

球
磨
中
央

地
区
林
業
活
性
化
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
空
か
ら
の
レ
ー

ザ
ー
計
測
を
行
い
、
最
新
の

技
術
で
地
理
空
間
情
報
や
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
森
林
情
報

の
共
有
化
を
行
い
、
今
後
の
施
業
や

受
給
マ
ッ
チ
ン
グ
の
省
力
化
、
効
率

化
を
目
指
し
進
め
て
い
く
。
又
、
後

継
者
対
策
に
つ
い
て
林
業
関
係
の
従

事
者
も
大
変
厳
し
い
が
、
29
年
10
月

に
積
み
立
て
た
基
金
を
、
担
い
手

育
成
や
、
機
械
導
入
等
に
活
用
し
、

又
、
林
業
大
学
校
の
開
校
も
あ
る
為
、

支
援
策
を
検
討
す
る
。
森
林
セ
ラ

ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
白
髪
岳
や
高
山
、

ビ
ハ
公
園
等
を
有
効
に
活
用
し
交
流

人
口
の
増
加
を
図
る
事
が
大
事
。

商
工
観
光
課
長　

水
上
村
が
森
林
セ

ラ
ピ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
が
、
多

大
な
手
間
と
高
額
な
予
算
を
必
要
と

す
る
為
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

教
育
長　

先
般
の
く
ま
っ
こ
リ
ー

ダ
ー
研
修
に
お
い
て
、
子
供
達
の
森

林
活
動
を
行
っ
た
が
、
山
に
触
れ
、

教
育
的
意
義
も
高
い
と
考
え
る
。

一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    森林資源の今後の保存活用は

市岡 貴純 議員

永
井　

遊
休
農
地
解
消
の
現
状
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
無
断
転
用
や
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
遊
休
農
地
の
割

合
は
０
．
６
％
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
山
間

部
の
森
林
化
等
で
農
地
に
復
旧
で
き
な
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
非
農
地
と
判
断
し
て
い
る
。

永
井　

農
道
ま
た
は
河
川
の
除
草
管
理
を
考

え
れ
ば
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
ム
型
草

払
い
機
の
利
用
が
よ
り
有
効
だ
と
考
え
る

が
、
２
台
目
購
入
の
考
え
は
。

副
町
長　

除
草
作
業
に
つ
い
て
は
、
セ※
ン
チ

ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
の
実
証
等
で
ま
ず
は
草
を
生

や
さ
な
い
考
え
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
ま
だ

ま
だ
良
い
情
報
は
入
っ
て
な
い
。ア
ー
ム
型
草

払
い
機
2
台
目
購
入
に
つ
い
て
は
今
は
ま
だ

早
い
と
思
う
が
、
今
後
試
算
を
し
て
必
要
な

ら
ば
単
体
の
導
入
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

※
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

　

水
田
の
畦あ

ぜ

や
法の

り
め
ん面

な
ど
の
雑
草
を
抑
制

し
、
除
草
作
業
を
軽
減
化
す
る
芝
の
一
種
。

永
井　

教
育
長
に
な
ら
れ
て
２
か
月
が
経
過

し
た
が
、
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
か
ら
６

年
目
の
思
い
は
。

教
育
長　

教
育
長
と
し
て
の
基
本
姿
勢
と
し

て
「
至
誠
と
輝
き
の
教
育
」
の
推
進
を
か
か

げ
て
い
る
。
今
後
と
も
子
供
た
ち
や
地
域
住

民
の
皆
様
の
能
力
や
良
さ
を
認
め
、
褒
め
、

励
ま
し
、
伸
ば
す
活
動
等
を
通
し
て
自
己
肯

定
感
を
高
め
、
子
供
も
地
域
住
民
の
皆
様
方

も
一
人
一
人
が
光
り
輝
く
教
育
行
政
を
推
進

し
た
い
。

永井  英治 議員

問   

農
地
の
管
理
状
況
は

林業大学校が設置される五木村役場

高性能のアーム型草払い機
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    地域コミュニティの在り方は

久
保
田　

須
恵
地
区
の
諏
訪
神
社
で

は
社
務
所
が
老
巧
化
し
た
た
め
に
解

体
・
新
築
の
計
画
が
さ
れ
て
い
る
が
、

資
金
不
足
等
課
題
が
あ
り
総
代
の

方
々
が
大
変
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
対
す
る
手
立
て
は
な
い
か
。

教
育
課
長　

神
社
本
殿
は
県
の
指
定

文
化
財
だ
が
、
指
定
物
件
で

な
い
場
合
は
補
助
対
象
に
な

ら
な
い
。

久
保
田　

特
に
、
屋
根
・
ト

イ
レ
等
の
改
修
は
急
を
要
す

る
と
こ
ろ
で
、
他
地
区
の
社

務
所
も
今
後
同
様
の
課
題
が

出
て
く
る
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て
、
町

独
自
で
や
れ
る
方
法
は
な
い

の
か
。

総
務
課
長　

諸
般
の
事
情
、

実
情
を
慎
重
に
判
断
し
た
上

で
対
応
す
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

久
保
田　

当
地
区
で
は
、

「
和
綿
の
里
づ
く
り
」
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
殆

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
賄
わ
れ
て
い

る
た
め
、
今
後
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
町
の
出
生
祝
い
金
と
合
わ
せ
て

和
綿
の
製
品
を
一
緒
に
送
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

生
活
福
祉
課
長　

今
後
、
健
康
推
進

課
と
も
協
議
を
行
い
た
い
。

久
保
田　

住
民
協
働
に
よ
る
環
境
整

備
事
業
と
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て

環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
等
は
や
れ
な

い
か
。

町
長　

地
域
の
美
化
活
動
は
、
も
っ

と
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

久保田　久男 議員

問    

皆
越
地
区
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
を

溝
口　

皆
越
地
区
は
、
高
齢
化
率
が
町
内
で

一
番
高
く
22
戸
、
51
人
の
集
落
で
あ
る
。
そ

の
中
で
中
山
間
地
域
が
１
集
落
あ
り
９
戸
が

参
加
し
て
い
る
。
今
年
か
ら
標
高
４
５
０
m

の
山
腹
を
掘
削
し
て
田
畑
を
潤
し
て
き
た
４

km
の
中
村
溝
が
維
持
管
理
で
き
ず
生
活
・
農

業
用
水
の
確
保
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
し
か

し
こ
の
地
域
は
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に

振
興
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

様
々
な
振
興
策
を
考
え
て
き
た
が
提

案
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
。
住
民

の
意
見
を
十
分
に
聞
い
て
対
応
し
た
い
。

農
業
委
員
会
会
長　

４
km
に
及
ぶ
水
路
の
確

保
は
町
に
お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
先
、

夢
が
持
て
る
政
策
を
委
員
と
話
し
合
い
な
が

ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

農
林
振
興
課
長　

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し

を
進
め
栗
等
の
作
付
け
も
お
願
い
し
た
い
。

溝
口　

鳥
獣
害
対
策
の
た
め
の
防
護
柵
の
設

置
は
。

農
林
振
興
課
長　

電
気
柵
・
防
護
柵
の
資
材

支
給
事
業
で
対
応
し
た
い
。

溝
口　

皆
越
地
区
の
振
興
に
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
配
置
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
。

９
月
議
会
で
要
望
し
た
が
実
現
し
て
い
な

い
。

町
長　

予
算
は
可
決
い
た
だ
い
た
が
募
集
し

て
い
な
い
。
12
月
内
に
は
結
論
を
出
し
た
い
。

　

そ
の
他
の
質
問

・
林
業
振
興
に
つ
い
て

・
通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

溝口　峰男 議員

改築計画中の諏訪神社の社務所

耕作放棄地対策が急がれる皆越地区
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

小
見
田　

温
華
乃
遥
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
再

編
に
つ
い
て
は
、
３
回
に
わ
た
り
岡
原
住

民
を
中
心
と
し
た
団
体
に
役
職
の
代
表
15

名
の
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
意
見
交
換
会
が

催
さ
れ
、
30
年
３
月
29
日
に
終
了
し
た
。

そ
の
時
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
町
長

に
伺
っ
た
際
、
30
年
５
月
頃
議
会
へ
説

明
、
そ
の
後
に
住
民
説
明
会
、
そ
し
て
関

連
議
案
を
上
程
し
31
年
３
月
に
社
協
を
移

転
し
、
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

し
か
し
未
だ
議
会
へ
の
説
明
、
住
民
説

明
会
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
再
編
に
向

け
た
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

町
長　

現
時
点
で
は
、
地
域
の
皆
様
に
納

得
い
た
だ
け
る
案
を
見
極
め
き
っ
て
い
な

い
。
一
歩
踏
み
込
ん
で
検
討
し
、
９
月
末

か
10
月
中
旬
に
は
議
会
に
説
明
す
る
。

小
見
田　

こ
の
事
に
つ
い
て
は
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
料
を
支
払
っ
て
、
提
案
書

の
作
成
を
委
託
し
た
。
成
果
品
の
公
表
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

残
念
な
が
ら
、
議
会
に
説
明
で
き

る
内
容
に
至
っ
て
い
な
い
。

小
見
田　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
た
事

で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ま
で
年
度
を
ま
た
ぐ

事
が
予
想
さ
れ
る
。
31
年
は
、
町
長
選
挙

も
あ
り
町
長
の
交
代
も
あ
り
う
る
。
再
編

が
不
確
実
に
な
る
事
を
危
惧
す
る
が
。

町
長　

住
民
の
皆
様
が
納
得
い
た
だ
け
る

よ
う
な
内
容
に
な
る
も
の
を
検
討
し
説
明

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小見田　和行  議員

問   

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
温
華

乃
遥
温
泉
）
閉
館
後
の
活
用
策
は

問   あさぎり版Ｆ１会議のキーワードは
　　「女性にやさしいまちづくり」

加賀山　瑞津子  議員

加
賀
山　

女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
は
誰
に
と
っ
て
も
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
今
年
８
月

27
日
、
町
長
が
県
内
首
長
初
の
「
よ

か
ボ
ス
宣
言
」
を
さ
れ
た
が
、
女
性

管
理
職
の
積
極
登
用
に
つ
い
て
は
、

よ
か
ボ
ス
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
関

わ
っ
て
く
る
が
。

町
長　

町
は
定
期
的
に
人
吉
の
中
小

企
業
大
学
校
に
泊
ま
り
込
み
で
職
員

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
若
手
職

員
が
参
加
し
た
が
、
夕
食
後
に
も
女

性
職
員
が
残
り
意
見
交
換
を
し
た
。

女
性
も
色
々
な
場
面
で
前
に
出
て
頑

張
っ
て
い
る
の
は
良
い
姿
だ
と
思

う
。

加
賀
山　

天
草
で
は
地
域
の
女
性
活

用
の
「
天
草
市
女
性
人
材
バ
ン
ク
」

が
あ
る
が
。

総
務
課
長　

計
画
の
中
の
目
指
す
目

標
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
が
町
に
は
ま

だ
存
在
し
な
い
。

加
賀
山　

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
人

達
の
中
に
は
、
町
外
・
郡
外
・
県
外

か
ら
来
る
人
達
も
多
く
お
ら
れ
る
。

町
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
々

に
対
し
、
ま
ず
は
そ
の
方
々
が
何
を

望
ん
で
い
る
の
か
、
何
に
不
安
や
不

満
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
話
を

聴
く
場
を
設
け
る
こ
と
が
Ｆ
１
会
議

開
催
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
る

が
。

企
画
財
政
課
長　

今
や
っ
と
男
女
共

同
参
画
が
動
き
出
し
た
。
本
来
な
ら

民
間
で
取
り
組
め
る
の
が
一
番
良
い

と
思
う
。
必
要
で
あ
る
予
算
は
つ
け

て
い
き
た
い
。

町
長　

「
私
が
頑
張
る
」
と
民
間
が

動
く
な
ら
大
い
に
応
援
す
る
。

今後の動向に関心が高まる「温華乃遥温泉」

Ｆ
１
会
議
と
は

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
で
20
～
34

歳
ま
で
の
女
性
を
示
す
も
の
。

　

平
成
26
年
５
月
に
全
国
８
９
６
の

消
滅
可
能
性
都
市
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
名
の
上
が
っ
た
東
京
豊
島

区
が
危
機
感
を
持
ち
、
住
民
行
政
が
、

一
緒
に
な
り
つ
く
り
あ
げ
た
会
議
の
名

称
。

併
せ
て

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｕ
ｌ
ａ
（
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
ー
）

　

Ｆ
１
レ
ー
ス
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て

Ｆ
ｅ
ｍ
ａ
ｌ
ｅ
（
フ
ィ
ー
メ
イ
ル
）

　

女
性

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
）

　

未
来

Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
（
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
）

　

幸
福　

の
想
い
も
込
め
て
い
る
。
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

問    防災危機管理体制の強化は

徳
永　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
、
西
日
本
集
中
豪
雨
な
ど
突
如
発

生
す
る
予
測
不
能
な
自
然
災
害
が
相

次
い
で
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
い

く
に
は
、
防
災
体
制
の
強
化
が
重
要

と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
三
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
一
点
目
は
防
災
組
織
の
拠
点
と

し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

急
務
と
考
え
る
。
防
災
拠
点
施

設
整
備
基
本
構
想
業
務
の
発
注

が
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
建
設
計
画
は
あ

る
の
か
。

町
長　

防
災
セ
ン
タ
ー
を
町
が

必
要
と
し
て
い
る
認
識
は
持
っ

て
い
る
。
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

徳
永　

二
点
目
は
防
災
危
機
管

理
監
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
合
併
し
て
人
口
も
面
積
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
防
災

危
機
管
理
意
識
を
高
め
安
心
と

安
全
性
を
高
め
る
為
に
も
、
早

急
に
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

防
災
に
特
化
し
た
職
員
を
置

い
て
い
る
。
中
央
研
修
に
も
参
加
し

て
お
り
現
体
制
で
し
っ
か
り
と
し
た

体
系
づ
く
り
を
整
え
て
い
き
た
い
。

徳
永　

三
点
目
は
被
災
さ
れ
た
自
治

体
で
困
っ
た
事
は
仮
設
住
宅
の
用
地

の
確
保
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
東

庁
舎
を
含
め
未
活
用
の
建
物
を
解

体
、
更
地
に
し
て
用
地
確
保
し
て
お

く
考
え
は
。

町
長　

審
議
会
を
通
し
て
、
災
害
に

資
す
る
場
所
と
し
て
検
討
し
た
い
。

徳永  正道 議員

問    

基
金
を
長
期
国
債
で
運
用
す
る

危
険
性
は

久
保　

金
融
緩
和
を
続
け
る
日
銀
だ
が
、
こ

れ
以
上
の
金
利
低
下
を
見
込
め
な
い
水
準
ま

で
来
た
。
金
利
上
昇
に
よ
る
長
期
国
債
の
値

下
が
り
時
に
基
金
の
運
用
リ
ス
ク
は
な
い
の

か
。

会
計
管
理
者　

保
有
す
る
11
基
金
１
０
６
億

円
を
定
期
預
金
6
、
債
権
４
の
割
合
で
運
用

し
て
い
る
が
、
実
質
２
～
３
億
円
程
度
が
毎

年
各
事
業
に
財
源
と
し
て
充
当
さ
れ
て
い
く

の
で
、
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

久
保　

今
ま
で
は
債
券
運
用
で
11
億
円
余
り

の
運
用
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今

回
の
日
銀
の
政
策
発
表
で
金
融
緩
和
の
潮
目

が
変
わ
り
そ
う
だ
。
今
後
の
超
長
期
国
債
は

長
く
持
て
ば
持
つ
ほ
ど
値
下
が
り
を
す
る
リ

ス
ク
債
権
と
考
え
る
が
。

副
町
長　

超
長
期
債
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

売
却
を
し
た
い
。
そ
の
後
は
、
既
発
債
で
残

存
が
短
い
も
の
（
10
年
未
満
）
で
運
用
す
る

の
が
１
番
安
全
だ
ろ
う
。
定
期
預
金
は
一
定

額
を
保
有
し
て
、
債
券
は
各
年
度
の
財
源
不

足
の
と
こ
ろ
に
満
期
を
迎
え
る
運
用
を
基
本

と
し
て
い
く
。

久
保　

大
規
模
災
害
時
や
財
政
の
逼
迫
時
に

預
貯
金
の
取
り
崩
し
で
十
分
対
応
で
き
る
の

か
。

会
計
管
理
者　

定
期
預
金
で
そ
の
流
動
性
を

確
保
し
て
お
り
、
保
有
債
権
を
売
却
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
想
定
し
て
い
な
い
。

久保　尚人 議員

首長・議長等を対象に開催された防災・危機管理セミナー

（10月 9日県庁）

基
金
と
国
債
を
取
り
巻
く
状
況
の
説
明

　

欧
米
が
金
融
緩
和
の
縮
小
に
動
く
中
、
こ
れ

ま
で
超
低
金
利
を
続
け
て
き
た
日
銀
が
０
．
２
％

ま
で
の
金
利
上
昇
を
受
け
入
れ
、
長
期
金
利
は
一

時
０
．
１
４
５
％
と
昨
年
２
月
以
来
の
高
水
準
ま

で
上
昇
し
ま
し
た
。 

　

物
価
上
昇
率
２
％
を
目
指
し
て
金
融
緩
和
を

続
け
る
日
銀
で
す
が
、
金
融
機
関
の
経
営
へ
の
副

作
用
も
懸
念
さ
れ
、
こ
れ
以
上
の
金
利
低
下
を
見

込
め
な
い
水
準
ま
で
来
て
い
ま
す
。 

　

今
後
、
金
利
が
上
が
り
始
め
る
と
購
入
済
み

の
長
期
国
債
の
価
格
が
下
が
り
含
み
損
を
抱
え

る
形
と
な
り
ま
す
。 

　

近
年
は
、
各
自
治
体
で
基
金
等
の
運
用
難
か

ら
、
銀
行
の
定
期
預
金
の
み
で
は
な
く
、
高
利
回

り
の
各
種
債
券
で
の
運
用
が
著
し
く
伸
び
て
お

り
ま
す
。 

　

た
だ
心
配
す
る
の
は
、
金
利
が
低
い
か
ら
と
安

易
に
超
長
期
の
債
券
に
運
用
の
比
重
を
移
し
て

い
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
か
と
い
う
点
で
す
。
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一般質問※ 一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま掲載とします。

難
波　

新
教
育
長
の
就
任
に
あ
た
り
任
命

責
任
者
と
し
て
町
長
が
期
待
す
る
事
は
何

か
。
ま
た
新
教
育
長
は
学
校
教
育
か
ら
社

会
教
育
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
教
育
行
政
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

町
長　

前
任
の
教
育
長
に
は
町
の
教
育
行

政
の
ベ
ー
ス
を
固
め
て
も
ら
っ
た
。
新
教

育
長
に
は
目
標
設
定
が
で
き
る
、
Ｉ
Ｔ
化

に
対
応
で
き
る
、
整
理
整
頓
の
で
き
る
子

ど
も
の
教
育
３
つ
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

至
誠
と
輝
き
の
教
育
を
掲
げ
生

き
る
力
を
育
む
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
。

難
波　

教
育
の
目
標
や
基
本
方
針
を
策
定

す
る
総
合
教
育
会
議
が
あ
る
が
住
民
へ
の

公
開
と
周
知
は
。

教
育
課
長　

会
議
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
が
、
周
知
は
し
て
い

な
い
。

難
波　

住
民
の
教
育
委
員
会
へ
の
理
解
を

得
る
た
め
検
討
す
る
べ
き
。
道
徳
教
育
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
人
権
、
租
税
、

農
業
と
福
祉
の
連
携
な
ど
共
生
社
会
を
構

築
す
る
教
育
活
動
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

各
小
学
校
で
体
験
活
動
や
租
税

教
育
を
実
施
し
て
お
り
非
常
に
教
育
的
効

果
が
高
い
と
思
う
。

難
波　

子
供
た
ち
が
農
林
業
や
建
設
業
に

誇
り
を
持
ち
、
地
元
で
働
く
た
め
に
町
の

奨
学
金
の
貸
与
条
件
を
整
備
で
き
な
い

か
。

町
長　

地
域
に
残
る
人
を
育
て
活
か
す
た

め
に
も
県
と
一
緒
に
な
っ
て
有
効
活
用
に

取
り
組
む
。

難波　文美  議員

問   

新
教
育
長
の
教
育
行
政
へ
の

　
　
取
り
組
み
は

問   地域おこし協力隊の活動は

橋
本　

体
に
優
し
い
農
産
物
を
使
っ

た
「
食
」
の
企
画
、
観
光
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
関
す
る
事
業
を
活
動
内
容
と

す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
が
２

名
着
任
し
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
状

況
は
。
更
に
新
し
く
募
集
す
る
考
え

は
。

商
工
観
光
課
長　

共
通
し
た
活
動
と

し
て
町
内
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
と

情
報
発
信
。
南
稜
高
校
と
の
連
携
事

業
へ
参
加
。
観
光
面
に
お
い
て
幸
福

マ
ル
シ
ェ
を
立
ち
上
げ
月
１
回
開
催

し
て
い
る
。
更
に
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
開
発
と
子
育
て
サ
ロ
ン
に

お
い
て
料
理
教
室
の
開
催
や
子
供
食

堂
の
設
置
に
向
け
て
考
案
中
で
あ

る
。

町
長　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
１
名

増
に
つ
い
て
は
予
算
は
確
保
し
て
い

る
が
採
用
と
配
置
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。

橋
本　

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
、
消
防
団
や
あ
さ
ぎ
り

防
災
協
力
会
の
協
力
が
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
。
建
設
業
を
営
む
会
社

が
約
35
社
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
町
民

は
約
３
３
０
人
で
あ
り
、
大
い
に
町

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
所
で
あ

る
。
そ
の
様
な
中
、
工
事
入
札
指
名

に
お
い
て
専
門
性
を
考
慮
し
て
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

工
事
入
札
を
行
う
場

合
、
参
加
資
格
審
査
の
格
付
を
行
い

工
事
の
種
類
や
規
模
に
応
じ
て
地
理

的
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
町
内
業
者

を
第
一
優
先
に
指
名
を
行
っ
て
い

る
。

新教育委員会制度の仕組み

ビーガン（動物性の食材を含まない料理）を通し、から

だに優しい食事を提供

橋本   誠  議員
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常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
７
月
24
日
（
火
）

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
現
地
視
察
に
つ
い
て

　

文
化
ホ
ー
ル
天
井
は
特
定
天
井
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
策
と
し
て
文
化

庁
委
託
事
業
を
活
用
し
専
門
員
を
派
遣
い

た
だ
き
、
修
繕
・
助
言
を
行
っ
て
も
ら
う

予
定
。
ま
た
、
空
調
の
老
朽
化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
大
規
模
な
改
修
計
画
を
策
定
す
る
予

定
。

公
民
分
館
等
施
設
整
備
費
補
助
に
つ
い
て

　

公
民
分
館
の
新
築
の
補
助
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
３
分
の
２
、

町
３
分
の
１
か
ら
、
再
々
の
検
討
要
望
を

受
け
地
区
負
担
を
10
％
に
下
げ
、
用
地
購

入
に
つ
い
て
は
２
分
の
１
の
補
助
で
検
討

し
て
い
る
。
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
の
再

検
討
案
を
全
会
一
で
了
承
す
る
。

公
共
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
結
果
に
つ

い
て

　

町
内
公
共
施
設
の
一
斉
点
検
の
結
果
、

不
適
合
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
４
施
設
４
件
あ
っ

た
が
、
良
好
な
状
態
で
あ
り
緊
急
性
の
あ

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
８
月
１
日
（
水
）

薬
草
合
同
会
社
施
設
事
業
に
つ
い
て

　

ミ
シ
マ
サ
イ
コ
の
根
の
収
穫
が
２
年
も

の
に
な
り
、
そ
れ
に
対
応
出
来
る
掘
取
機
、

洗
浄
機
、
出
荷
時
の
梱
包
機
導
入
。
今
後
、

加
工
所
の
年
間
活
用
の
新
規
品
目
を
検
討

中
。
他
２
件
の
事
業
に
つ
い
て
。

要
望
書
が
出
て
い
た
付
託
案
件
の
審
査

　

「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

く
導
入
促
進
基
本
計
画
の
策
定
及
び
、
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す
る
要
望
。

　

百
太
郎
溝
沿
線
通
学
路
の
拡
幅
改
善
要

望
。

　

こ
の
２
件
に
つ
い
て
協
議
・
審
議
の
結

果
、
委
員
会
と
し
て
採
択
す
べ
き
も
の
と

し
た
。

○
８
月
２
日
（
木
）

合
志
市
Ｊ
Ｔ
日
本
た
ば
こ
産
業
早
期
買
い

入
れ
状
況
視
察

　

当
日
は
岡
原
地
区
の
生
産
者
立
会
い
の

も
と
買
い
入
れ
が
行
わ
れ
る
中
、
視
察
を

行
っ
た
。
検
査
官
に
よ
り
一
梱
包
づ
つ
厳

選
な
買
い
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ま
で
年
２
回
買
い
入
れ
で
あ
っ
た
が
、
来

年
よ
り
１
回
と
な
る
。

危険と判断した岡原小のブロック塀

駅前駐車場現地調査

る
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、
補
正
予
算
で

対
処
す
る
。

○
８
月
27
日
（
月
）

せ
き
れ
い
館
西
側
進
入
路
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

本
施
設
へ
の
進
入
に
つ
い
て
は
、
道
路

幅
員
が
狭
く
大
型
バ
ス
等
の
進
入
に
苦
慮

し
て
い
る
た
め
、
進
入
路
を
新
設
す
る
。

用
地
に
つ
い
て
は
一
部
寄
付
の
予
定
で
あ

る
。

○
８
月
27
日
（
月
）

駅
前
駐
車
場
整
備
現
地
調
査

　

商
工
観
光
課
よ
り
駅
前
駐
車
場
の
整

備
、
現
状
説
明
あ
り
、
外
灯
２
ヶ
所
設
置
、

駐
車
台
数
40
～
50
台
を
確
保
出
来
る
広
さ

に
な
っ
た
。
委
員
会
と
し
て
、
残
地
に
つ

い
て
今
後
、
景
観
も
考
え
雑
草
が
生
え
な

い
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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厚
生
常
任
委
員
会

○
７
月
27
日
（
金
）

「
よ
か
ボ
ス
宣
言
」
と
子
育
て
支
援
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て

　

「
よ
か
ボ
ス
」
と
は
自
ら
仕
事
と
生
活

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
共
に
働

く
社
員
や
職
員
・
従
業
員
等
の
仕
事
と
生

活
の
充
実
を
応
援
す
る
ボ
ス
の
こ
と
。
あ

さ
ぎ
り
町
長
も
「
よ
か
ボ
ス
宣
言
」
を
公

表
。

　

子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
、
熊
本
県

が
開
発
し
た
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
る

子
育
て
相
談
シ
ス
テ
ム
。
子
育
て
の
困
り

ご
と
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
尋
ね
る
と

24
時
間
３
６
５
日
回
答
や
情
報
が
得
ら
れ

る
し
く
み
。

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

○
８
月
９
日
（
木
）

　

第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
承
認
１

件
、
議
案
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
労
働
基
準
監
督
署

是
正
勧
告
分
時
間
外
手
当
等
の
増
額
補

正
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事
を
、
レ
ン
タ
ル
か

ら
購
入
へ
の
予
算
組
み
替
え
を
行
う
も
の

で
あ
っ
た
。

○
８
月
31
日
（
金
）

　

第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案
４

件
、
決
算
認
定
１
件
が
原
案
通
り
可
決
さ

れ
、
９
月
25
日
ま
で
延
会
と
な
っ
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
平
成
29
年
度

の
病

院
３

事

業
の
決

算

認

定
で
８
，

７
４
６
万
５
千
円
の
純
損
失
と
な
っ
た
。

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

○
８
月
24
日
（
金
）

　

第
３
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
承
認
１

件
、
議
案
３
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

専
決
処
分
の
主
な
も
の
と
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
特
別
会
計
補
正

予
算
で
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て
県
の
補
助

事
業
の
助
成
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
計
画

書
等
の
作
成
分
と
し
て
１
，
２
７
６
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
委
員
長
に
あ
さ
ぎ
り
町
選
出
の
加

○
８
月
23
日
（
木
）

あ
さ
ぎ
り
町
災
害
見
舞
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

被
害
の
実
情
に
応
じ
た
見
舞
金
を
支
給

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
関
係
条
例
の
一

部
を
改
正
。

あ
さ
ぎ
り
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
と
は
、
少
人
数
で
０

歳
～
２
歳
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
地
域
型

保
育
事
業
で
家
庭
的
保
育
・
小
規
模
保
育
・

事
業
所
内
保
育
・
居
宅
訪
問
型
保
育
の
４

つ
の
種
類
が
あ
る
。
現
在
あ
さ
ぎ
り
町
内

に
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
は
な
い
。

賀
山
瑞
津
子
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

○
７
月
31
日
（
火
）

　

第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
同
意
1

件
、
議
案
２
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

消
防
庁
舎
等
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

相
手
方　

 

味
岡
・
丸
昭
建
設
工
事
共
同
事

業
体

契
約
金
額　

７
億
１
，
８
２
０
万
円

工
期　

平
成
31
年
4
月
26
日
ま
で

高
機
能
消
防
指
令
台
シ
ス
テ
ム
整
備
及
び

消
防
・
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
移
設
事

業
契
約
の
締
結

相
手
方　

三
球
電
機
株
式
会
社
福
岡
支
店

契
約
金
額　

２
億
５
，
２
７
２
万
円

工
期　

平
成
31
年
6
月
28
日
ま
で

県内首長初の「よかボス宣言」

「住民の財産と安心・安全を守る」

新しい庁舎建設いよいよスタート
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町
民 声の

上（平和）

下
しもかわ

川　希
き よ

世…さん

　あさぎり町上地区に住んでいます下川希世です。

　私は 4 年前から免田の弓道場で稽古をしています。ここの弓

道場は時間に関係なく利用できますが、私の場合は仕事を終え

家事を済ませてからなので夜に通っています。

　弓道場は免田総合グランドの隣にあり、隣のグランドではサッ

カーやソフト、野球などの練習をされている方たちがいるので、

夜でも人が集まる環境の中にあります。ですから、弓道場で一

人のときも安心して稽古ができます。弓道は弓と矢と的があれ

ばできる競技です。弓道の魅力は 1 人でも多人数でもでき、老

若男女問うことなく同じフィールドで競技ができることです。

無理なく楽しく自分のペースで稽古ができています。

この環境に感謝！

編

集

後

記

　

近
年
、
自
然
災
害（
地
震
、
豪
雨
、
台

風
な
ど
）
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ

る
か
想
定
で
き
ま
せ
ん
。
備
え
（
安

全
・
安
心
の
確
保
）
の
大
切
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
備
災
・
減
災
を
は
じ

め
、
住
民
一
人
一
人
の
意
識
向
上
と
、

避
難
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
穏
や
か
な
日
々
で
あ
り
ま

す
様
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
共
、
読
み
や
す
く
わ
か
り
や

す
い
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
橋
本　

誠
）

☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。

　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

地域の子供たちに願う事

　私は今、JA 青壮年深田班の班長をしています。JA 青壮年の

活動として、小学生との米づくり、芋づくりなどがあり、子供

たちと一緒に農作業をすることがあります。一連の作業を通じ、

少しでも農業に興味を持ってもらい、子供たちの心の成長に繋

がればと思いますし、更には将来、あさぎり町が好きで地元に

残り、いろいろな形で地域を引っ張っていくリーダーに育って

くれることを願いながら活動しています。

　これからも、地域の方々と共に様々な活動を通じて子供たち

の成長に携われればと思います。そして、自分自身もこれらを

通して日々成長していきたいと思います。

深田（下里）

板
いたばし

橋　裕
ひろゆき

之…さん発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
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6
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.jp
  印
刷
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あ
さ

ぎ
り

町
議

会
だ

よ
り

は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

ご
覧

頂
け

ま
す

。
あ
さ
ぎ
り
町

議
会

だ
よ

り

委

員

長
　
難
　
波
　
文
　
美

副
委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

委
　
　
員
　
溝
　
口
　
峰
　
男

久
保
田
　
久
　
男

加
賀
山
　
瑞
津
子

市
　
岡
　
貴
　
純

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
山
　
口
　
和
　
幸

広
報
調
査
特
別
委
員
会
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